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 要 旨   
 エタノールを含む薬物乱用の行動への影響において、神経のニコチン性アセチルコリン

受容体（nAChR）の関与が示唆されている。nAChR アンタゴニストであるメカミラミン

がコカイン、アンフェタミン、ニコチンなどによる運動活性の増感を阻害することが報告

されているが、エタノールによって誘導される運動活性については報告がないため、これ

について調べた。この結果、メカミラミン急性投与がエタノール急性投与による運動促進

効果を用量依存的に弱めた。また、メカミラミンはエタノールの運動活性増感の進展と発

現を用量依存的に阻害した。メカミラミンそれ自体には運動活性に影響がなく、血中エタ

ノール濃度、ローターロッドのパフォーマンスにも影響を与えなかった。以上より、nAChR
がエタノールによる運動活性の増感作用に関与することが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




